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第３回新しい図書館を考える市民ワークショップ開催報告 

１．開催概要 

日  時：平成 30 年 10 月 28 日 10：00～12：00 

場  所：市役所３階 大会議室 

参加者：12 名 

内  容：１．ワークショップの実施の趣旨説明 

２．事務局より新図書館のイメージ共有（機能・面積・ゾーニング案の情報提供） 

３．子育て世代（親子）、中高生・20 代前後、高齢者、それぞれの立場での利用イメージを検討 

①こんな使い方ができる、②利用にあたっての課題 

（ワールドカフェ方式で実施） 

４．各班で出た意見発表 
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２．意見まとめ 

世代 機能 意見 

子育て世

代 

レイアウト ・静的なエリアと動的なエリアを反対にレイアウトしてもよいのでは（EV との関係性） 

・子供が大声を出しても周囲の人に怒られないレイアウト 

ベビーカー・

授乳室・ト

イレ 

・車いす・ベビーカーを置くスペース（プレイスペース、EV、カウンターの近くなど） 

・ベッド（赤ちゃんが寝た場合） 

・授乳室（調乳できる設備）、児童用トイレが隣接してあるところが良い。（オムツ交換

台など） 

乳幼児向

けプレイス

ペース 

・小さなお話会などをするような場所が必要（ちょっとすぎるスペースだと使いにくい） 

・素足で入って遊べるように。 

・高架下の子育て向け施設がお母さんたちに人気。遊び、プレイコーナーは必須 

スタッフ ・児童の本に専門知識のあるスタッフによる選書が必要 

・障がいを持つ子どもに対するケアも必要 

インテリア ・子ども用の低いテーブル、椅子は必要 

・開架の棚は、子どもがわかりやすいように色分けをしてほしい。 

 

中高生 

20 代前

後 

ヤングアダ

ルトコーナ

ー 

・一般の利用もあるので、区切らない方がよい。（一般、ヤングアダルト、児童が一体とな

った空間がよい。ヤングアダルトの本には、大人が読むにも良い本がある。） 

・おしゃべり・ゲームは別の場所とすべき。 

・カフェの代わりにヤングアダルトコーナーを設置しては。（オープンスペースで外からも目が

届く） 

自習室 ・スタディ室はあまり密室にしない方が良い。（ブラウジングコーナーを活用して、目の届く範

囲に） 

・ガラス張りの区切られた空間は少しはあってよいのでは。 

漫画 ・貸し出し無しであればよい。 

・海外の漫画があるとよい。（同じ漫画を数か国語でそろえると、外国語に興味を持つきっ

かけとなる。電子書籍にするとよい。） 

・歴史の漫画を読んだ後、活字の本も読みたくなることがある。歴史の漫画は貸し出しが

ないと読み切れないのでは。 

発表・イベ

ント空間 

・各種イベント（映画の上映、工作、人形劇、ビブリオバトルなど）を開催できるよう、もう

少し広い（四角い）空間が必要。レストラン・カフェのスペースが良いのでは。（レストラ

ン・カフェは他の階にもあるので、持ち込みができるスペースだけで良い。） 

ビジネス支

援 

・若い世代が使うので、目の届く範囲に！ 

・イノベーションスペースを使って子どものイベントをしてもよいのでは。 

・サポートできる専門人材が必要。（司書では難しい。） 

その他 ・集まっておしゃべりできるスペースがあるとよい（机と椅子だけあればよい） 

・バイリンガルを育てる。外国文化に触れる空間も必要。 

 

高齢者 

図書コーナ

ー 

・休憩できるような小さな椅子があるとよい。 

・高齢者も絵本を読みたい。仕切りは無く、回遊性のある空間としてほしい。 

ゲームコー

ナー 

・現在は、高齢者の利用がほとんど、居場所づくりにはなる。 

・図書館に必要あるか？ 

・健康や勉強（学び）につながるゲームの内容とすべき（中高生と高齢者が交流できる

（教える）ボードゲームなど） 
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全体 

について 

現行図書

館 

・完全な移転は再考してはどうか。 

・現行図書館を長期的に維持するときにかかる費用と比較検討すべき。 

エリア全体

の活性化 

・図書館だけでなく、エリア内のお店も使うような仕掛けが必要。（ゆっくりできる時間） 

・施設外に樹木が欲しい。 

導入機能

について 

・レストランはいらない。自販機ぐらいでよい。少しお茶（水分補給）ができればよい。 

・食は不要。本を大切に使う、汚さないといった公共意識を育てることも図書館の機能の

1 つ。 

・外にテーブル、いすのあるスペースを確保しては。 

・展示・くつろぎ・イベントスペースは詰め込みすぎ 

・通勤者向けに、21 時まで開けておく。 

・展示スペースが狭い。交流が生まれる空間。 

・バックヤードはもう少し広さが必要ではないか。 

・多世代の交流を生み出す空間・雰囲気づくり（ボランティアが常駐、各種イベントを定期

的に開催（モフ草履づくり、ボードゲーム・カードゲームなど）） 

・雑誌新聞については、様々な年代の雑誌が並んでいるとよい。 

・ビジネス支援は Wi-Fi を整備すれば、海外の方も利用できる。 

・図書コーナーとトイレが遠い。多目的トイレが２か所程度必要。 

駐 車 場 ・

駐輪場 

・無料券を出すなどの配慮が必要 

・駐輪場に余裕がない。立体だと大変。児童の自転車への配慮も必要。 

 


